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LI‖ a)～a)H, ( 叫i==グILBH)
これは通常のESRの実験に相当しており,そのときの吸収線の巾γは
5
γ ∝ 符 2 , (Ferro)
5
- で 2 ,(Antiferro)
で与えられT→Tc で異常に増大することが分る｡
次にWを叫壬 のまわ りで大きく変化させた場合既ちT→Tc のときの吸収
曲線 ･ReE(ia)について考えてみるO







の上限 Tmax :- 0･544△,をも-でおりその外側にあたかも反強磁性葵嶋
を思わせるようなピークか現われてい名;
1§2.soundAttenuation,
超音波吸収の実験においては6- 0とす る過程 においてFerro..血tiferro
のいずれの場合にも共通に 6≦ 10~2-10~さの付近で突然 critical
exponent nか小さな億になることか知 られているO (Fig.5).
このことはGriticalr?gime の存在を持ち出すまでもなく,次のよう









呼≧αlPト- ?b2 (k･q)∴ 0--5h
? ????
N S
となり･七 ゝで pqaβ(iQ})はq-0･ ぶ-0のときslowingdown する様な
ものであり･ pph(iu)はT=Tcで存在する thermal■phononによって散
乱されるspin故のmean freetimeの逆数に相当するもりであって,今














Ferro C26-5k2 Ck2 且 ●.‥1_C.k.2.H(M )之十七562
-D50-
-D51-
